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本年６月の総会で理事を拝命いたしました。
皆様方には、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお
願い申しあげます。

2022年も終盤にさしかかっておりますが、
ロシアによるウクライナ侵攻や、猛威を奮い
続ける新型コロナウイルスなど対処すべき問
題が山積しております。このような厳しい環
境の中、皆様方に少しでも参考になればと考
え、当社の歴史・取り組みをご紹介させてい
ただきます。

九経連の初代会長は安川第五郎が務めてお
りますが、その第五郎が1915（大正４）年に創
業した安川電機は、今年で107年目となりまし
た。創業以来「電動機（モータ）とその応用」
を事業領域に定め、その製品・技術により常
に時代の先端企業を支え続けてきました。「技
術立社」を社是として、事業の基盤である 

“メカトロニクス”のコンセプトを世界に先駆
けて提唱し、「世界一」「世界初」の革新的な
技術・製品の開発にこだわっております。

現 在 は ソ リ ュ ー シ ョ ン コ ン セ プ ト「i³- 
Mechatronics（アイキューブ・メカトロニクス）」
～個別のものを統合し（integrated）、それらを
分析して知恵に変え（intelligent）、そして、一
気に革新する（innovative）～を掲げ、お客さま
に新たな価値を提供するよう努めております。

このような歴史的経緯のもと昨年９月に、

本社・ロボット工場などがある北九州市黒崎
において製品開発拠点である「安川テクノロ
ジーセンタ」（YTC）を本格稼働させました。
このYTCでは「i³-Mechatronics」を自らが実
践するため、製品の開発から生産まで一貫し
た取り組みを同じ場所で行うことにより、要
素技術の製品への取り込みや開発から試作、
生産までの大幅な時間短縮を目指しています。
また、製品を開発した設計者が、自ら試作の
作業に参加することにより、モノづくりに精
通した開発力の向上も狙っています。YTC内
に設置されたオープンイノベーションエリア
においては、お客さまとの協業のみならず、
大学機関等との連携が加速し、順調な滑り出
しとなりました。活動をさらに加速させ、お
客さまに勝っていただく製品をタイムリーに
開発していきます。

九経連では、「九州将来ビジョン2030」にお
いて課題①「日本を動かすリーディング産業
の育成・誘致」を掲げ、九州の優位性ある資
源やデジタル技術を生かして新たな基幹産業
を創出することを目指しております。当社と
関連が深いロボット・モータ技術分野だけを
取ってみても大きなポテンシャルがあります。
これら技術の活用により生産性の向上を実現
し、アジア諸地域をはじめ世界に対して競争
力を高めながら豊かな社会の実現に寄与して
いきます。

また、デジタルの分野においても、当社では
「YDX（YASKAWA Digital Transformation）」
を推進し、経営情報の見える化をはじめ、グ
ループ全体の開発・生産・販売におけるグ
ローバルデータの一元化を進めております。
九州全体でもデジタル分野の活動がますます
活発化していきますので、当社もFA（Factory
Automation）領域を中心に、さらに取り組みを
拡大していきたいと思います。

今後とも会員各社の皆様の温かいご支援と
ご協力をよろしくお願いいたします。

（一社）九州経済連合会　理事　産業振興・デジタル推進委員会共同委員長

小笠原  浩
〔㈱安川電機　会長兼社長〕

原動力は九州・山口
世界を動かす“モノづくり”



九経連月報　２０２２/１０２

新たな価値をともに創るＫＹＵＳＨＵ（九州）を目指して

九 経 連 活 動 報 告

１．開会式・基調講演・分科会

冒頭、九州地域戦略会議の共同議長である
広瀬勝貞九州地方知事会長（大分県知事）と 
倉富純男本会会長による開会挨拶、続いて、
開催地である沖縄県の玉城デニー知事による
歓迎の挨拶があった。

続く基調講演では、デジタル大臣・行政改
革担当大臣・内閣府特命担当大臣（規制改革）

（当時）の牧島かれん氏より「日本が目指すデ
ジタル社会」と題してご講演いただいた（本誌
10ページに講演要旨を掲載）。

その後、４つの分科会に分かれ、それぞれ
のテーマの下で活発な意見交換が行われた。

２．全体会議
翌日の全体会議では、まず各分科会座長か

ら前日の討議内容を踏まえ、以下のとおり報
告があった。

〈各分科会報告要旨〉
第１分科会

「行政と民間・経済界の連携による移住・関係
人口の促進」

（座長：山口純哉　長崎大学経済学部准教授）
〇�移住人口の拡大は、官民で連携しながら取

り組んでいく課題であり、民間企業でも
「自分ごと」として認識する必要がある。

〇�関係人口の拡大には、行政など受け入れ側
の取り組み（まちづくり）はもとより、民間
企業による多様な働き方の実践もポイント。
その入り口として、ワーケーションは活用
すべき。

〇�個人の尊重やWell-Being、新しい価値創造
などに重点が置かれるニューノーマル時代
において、人が集まる仕組みづくり、「コ
ミュニティ」が、地域の豊かさをはかる重
要なキーワードとなり得る。

第２分科会
「新しいシリコンアイランド九州の創造に向けて」
（座長：岩上徹　九州半導体・エレクトロニクス
イノベーション協議会会長）
〇�世界的に半導体需要が高まる中、台湾の半

導体製造大手「TSMC」の熊本進出を契機
に、九州内の半導体関連産業のさらなる集
積や関連人材の育成・確保等について、最
新動向の事例発表や意見交換を行った。

と　き　８月４日（木）～５日（金）

ところ　那覇市・ロワジールホテル那覇

参加者　９８名

夏季セミナーは、九州の産官学のリーダーが一堂に会し、「一体となって九州の発展を図る」
という共通認識の醸成を目的に実施しており、コロナ禍で３年ぶりとなった今回は「新たな価
値をともに創るKYUSHU（九州）を目指して」を統一テーマとして、沖縄県那覇市にて開催。
参加者の安全確保に努めた上で、２日間にわたる討論を行った。

九州地域戦略会議「第１９回夏季セミナー」

広瀬共同議長による開会挨拶

分科会での議論



２０２２/１０　九経連月報 ３

〇�関連分野を取りまとめた「産業クラスター」
形成が重要であり、九州経済産業局や当協
議会の取り組みを踏まえながら、各県の施
策を九州全体で積極的に展開すべき。

〇�全国レベルのノウハウを活用した人材育成
力の向上が重要であり、今年３月に設立し
た「九州半導体人材育成等コンソーシアム」
に、日本トップクラスの大学が参画するよ
う、産学官が一体となって取り組む。

〇�今回のTSMCの進出は、九州経済にとって
またとないチャンスであり、産業クラス
ター形成や人材育成など、九州各県の取り
組みを有機的につなげることで、その効果
を高めたい。

第３分科会
「新しい資本主義を考える～九州における成長
と分配の好循環の実現に向けて～」

（座長：青柳俊彦　九州経済同友会代表委員）
〇�「失われた30年（経済活動と賃金の低迷）」

から脱却するために、政府の対策を待つま
でもなく、成長を実現し、貧困の拡大を食
い止める必要がある。課題認識の共有化を
図るとともに、産学官による解決に向けた
取り組みのあり方を検討した。

〇�経済・賃金の低迷からの脱却には、DX/デ
ジタル化による生産性向上が必要。また貧
困・格差の解消には教育が課題。特に若者
が教育の機会を失うことがないよう、優秀
な人材を地元に惹きつけるためにも、奨学
金の返済免除やベンチャー育成など、九州
全体で若者を支え合う仕組みが重要。

〇�DX推進と人への投資を同時に進めること。
新しい資本主義とは、ある意味、相反するも
のをクリアしていくことであり、産学官が知
恵を絞り、さらなる連携を図ることが必要。

第４分科会
「心の豊かさを成長につなぐ“幸せコミュニ
ティ”の実現に向けて」

（座長：池内比呂子　九経連理事・ダイバーシ
ティ「幸せコミュニティ」推進委員会副委員長）
〇�主観と客観の幸せのギャップを埋める「“幸

せコミュニティ”指標」と、デジタル等を
活用した広域での連携を実現する「スマー
トリージョン構想」の概念を共有し、「幸せ
コミュニティ九州」の実現に向け、産官学
が一体となって取り組むためのキックオフ
として議論を行った。

〇�人材を九州に惹きつけ、心の豊かさ/Well-
Beingを九州の発展につなげるには、九州の
ポテンシャルを活かし、暮らしやすく、幸
せを享受できるコミュニティを実現するこ
とが不可欠。

〇�そのための、オール九州の具体的な取り組
みとして、「女性活躍を中心としたダイバー
シティ・エクイティ・インクルージョン」
の取り組みや、九州版デジタル田園都市国
家構想となる「スマートリージョン構想」
を推進すべき。

以上の各座長からの報告の後、会議参加者を
交えて活発な質疑応答や意見交換が行われた。

最後に、全体会議座長を務めた倉富会長が
「①九州全体での戦略的なシリコンアイランド
創造（半導体関連産業クラスター、教育・人材
育成）②関係人口増につながる九州ならではの
コミュニティづくり（DXにもつながるワー
ケーション、女性活躍推進団体との連携）③そ
のためのデジタル基盤整備（データ活用を含む
生産性向上、データ連携）を九州地域戦略会議
で取り上げ、具体化を進めたい」と総括し、
２日間のセミナーを終了した。

【経営管理室　森山】

全体会議
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と　き　８月５日（金）

ところ　那覇市・沖縄ハーバービューホテル

出席者　１０５名

九州将来ビジョンと“幸せコミュニティ”の共有と
意見交換を行う

第１５回沖縄連携フォーラム

１．沖縄連携フォーラムの概要
本フォーラムは、1991年から始めた九経連

沖縄会員企業の懇談会を前身としており、九
州・沖縄両地域の経済人の交流・親睦と相互
理解を図ることを目的に2008年から開催して
いる。その後2010年から、沖縄県経済団体会
議※との共催体制とし、九州と沖縄の連携強化
を目的に、双方の経済人が広く交流する場と
しての役割を果たしている。
※沖縄県経済団体会議は、以下の12の団体により構成。

２．主催者挨拶
冒頭、石嶺伝一郎沖縄県経済団体会議議長

（沖縄電力㈱相談役）より「沖縄は、コロナの

感染拡大が止まらず、経済が甚大な影響を受
けている。県民が安心・安全な暮らしや幸せ
を感じる社会がいかに大切であるか身にしみ
て感じており、“幸福感”のある生活の実現は
いつの時代でも共通する目標である。沖縄は
今年本土復帰50年を迎えた。県民所得、生産
性といった課題が山積しているが、県民生活
の質を高め、県民が豊かさや幸せを実感でき
る社会の実現を目指したい。今回のフォーラ
ムに大きな期待を寄せている」との挨拶が
あった。

続いて、倉富純男九経連会長が挨拶し、「昨
年、“九州将来ビジョン2030”を発表し、今
年、ビジョン推進のKPIとして“幸せコミュ
ニティ”指標を策定した。豊かさの実感を目
に見える形で表し、九州・沖縄のアドバン
テージを内外にアピールしていきたい。九
州・沖縄に住んでいる人は幸せだなと思って
もらえるコミュニティを育み、地域の競争力
を高めるべく、コロナ禍からのＶ字回復を目
指して、中長期的な目線で将来の種まきに取
り組まないといけない。沖縄と九州が協力し、
経済界として実行力を発揮していきたい」と
述べた。
３．九州と沖縄からの発表
“幸せコミュニティ”に関連し、九州と沖縄

から４名が発表を行った。
まず、平井彰九経連専務理事が、（直前に開

催された）九州地域戦略会議夏季セミナーと

今回のフォーラムでは、「九州将来ビジョンと“幸せコミュニティ”」をテーマに、幸せな地
域社会実現に向けた長期ビジョンによる地域の競争力向上と経済成長について、九州と沖縄の
双方から発表を行い、共有、意見交換を行った。

沖縄県商工会議所連合会／沖縄経済同友会／沖縄県
建設産業団体連合会／沖縄県経営者協会／沖縄県工
業連合会／沖縄県商工会連合会／沖縄県中小企業団
体中央会／沖縄観光コンベンションビューロー／沖
縄県農業協同組合中央会／沖縄県漁業協同組合連合
会／沖縄県情報通信関連産業団体連合会／沖縄県中
小企業家同友会
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「幸せコミュニティ」について報告した。「九
経連は、Ⅰ. 成長エンジン Ⅱ. 幸せコミュニ
ティ Ⅲ. 自立型広域アイランドの３つのあり
たい姿を目指し、具体的活動に取り組んでい
る。その活動を実行することで客観的にも主
観的にも『幸せ』を実感できる地域社会を目
指す。九州地域戦略会議夏季セミナーでは、

『幸せコミュニティ九州』実現のアプローチと
して、①企業やそこで働く人の幸せ ②アン
フェアをなくす男女共同参画 ③DXを軸とし
た九州の広域連携の３つを論点として議論し
た」と紹介し、その内容を説明した。

続いて、池内比呂子九経連理事（㈱テノ．ホー
ルディングス社長）より「ジェンダー平等社会
実現に向けて」と題し、九経連のダイバーシ
ティの取り組み、ならびに経営におけるジェ
ンダー主流化実現のためのアクションについ
て発表を行った。「ESG投資やSDGs達成といっ
た視点においてもジェンダー平等は欠かせな
い要素であり、女性活躍を推進するためには

『家族環境、雇用環境、地域環境』の３つを連
携させながら支援していく必要がある」と指
摘。九州・沖縄の各県が連携して取り組んで
いきたいとした。

次に、石丸修平九経連行財政委員会企画部
会長（九州大学客員教授）より「九州スマート
リージョン構想（仮称）」と題して、九州地域
をより安心・安全な社会にしながら、いかに
成長へ結びつけるかについての構想を発表し
た。九州が一体となり、①官民連携のサービ
スモデル構築 ②データ連携基盤整備 ③広域連
携・行政の仕組み構築を行い、九州全域での
スマートリージョンを目指すことを説明した。

最後に、古波津昇沖縄県工業連合会会長（拓
南製鐵㈱会長）が、「ダイバーシティ拓伸会の
取り組み」と題して、拓南グループにおける
①組織改革 ②女性活躍 ③ダイバーシティの取
り組みについて報告した。「（同社は）かつては

作業環境が厳しい『男職場』で、女性は一般
事務中心であった。そこで、職務遂行に男女
の別なく、女性の能力活用の幅を広げるべく、
20年前から倉庫管理、生産管理、品質管理等
の分野にも女性を配属し、ダイバーシティを
推進している。沖縄県ワーク・ライフ・バラ
ンス企業認証を受け、女性に活躍してもらう
環境を整えるため、育児休暇取得なども積極
的に推進している」等の話があった。
４．意見交換

その後、大嶺滿九経連副会長（沖縄電力㈱会
長）が座長となり、参加者との意見交換を行った。
参加者から、“幸せ”について「沖縄でも『沖縄
県民総幸福度』をつくり課題解決、将来の成
長発展に取り組んでいる。沖縄県『新・沖縄
21世紀ビジョン』の中で“安全・安心で幸福が
実感できる島”を掲げており、連携していき
たい」等の意見があった。また、九州ジェン
ダーギャップ指数について、沖縄のレベル値
が高いことに触れて、「ゆいまーる（相互扶助）
精神が根底にあるのではないか」といった感
想も含め、活発な議論が交わされた。
５．閉会挨拶

最後に、大嶺座長が「コロナやロシアのウ
クライナ侵攻等、今まで予想もしていなかっ
たことが起き、経済は混迷を深めている。こ
うした事業環境の急激な変化に対処するカギ
の一つが『ダイバーシティ』である。とりわ
け女性活躍は、九州・沖縄の豊かな地域社会
実現のために重要かつ必要な取り組みである。
また、DXの概念を取り込んだ九州スマート
リージョン構想は、新たな価値創造と成長の
循環の基盤になるものと考える。これらにつ
いて、沖縄と九州の経済界が連携し、取り組
んでいきたい」と挨拶を行い、締めくくった。

フォーラム終了後は懇親会を開催し、沖縄
と九州の参加者相互の交流、親睦を深めた。

【地域政策部　姉川】
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福岡、大分、宮崎、鹿児島の４県と北九州市で組織
する東九州自動車道建設促進協議会（会長：河野俊嗣 
・宮崎県知事）と東九州軸推進機構（会長：倉富純男 
・九経連会長）の共催により、東九州自動車道建設促
進地方大会が開催された。

河野知事および倉富会長による主催者挨拶、来賓
挨拶、各県知事および市長アピールのほか、沿線住
民代表による意見発表などがあり、東九州道の早期
全通等を実現するべく大会決議を採択した。

九州・沖縄地域の大学、産業界、地銀・VCが連携
し、大学シーズの速やかな実用化、産学協力、オー
プンイノベーション推進等により大学発ベンチャー
の育成・振興を目指す「九州・大学発ベンチャー振
興会議」の事前会議である実践会議を開催した。
（国研）科学技術振興機構（JST）の事業「PARKS」

との連携についての説明の後、今年度大学提出シー
ズ24件について大学側（13大学）から、企業ニーズ22
件について企業側（11社）からそれぞれ説明があった。
例年通り、提出シーズについて円滑にギャップ資金
を付与する作業、企業ニーズに対する大学側の関心
表明を９月まで行うことを確認した。

※本誌２～３ページ「活動報告」に詳細を掲載

※本誌４～５ページ「活動報告」に詳細を掲載

企業経営のデジタルトランスフォーメーション
（DX）に取り組む経営層を対象とした「九州デジタル
経営塾」に、佐賀県内等の企業22社24名が参加し、
２日間の合宿形式で開催した。

㈱アイ・ティ・アールの内山悟志会長の講演「デジ
タル化の本質と注目すべき実践施策」に始まり、㈱DX
パートナーズの村上和彰代表取締役と德永美紗アドバ

イザリーパートナーによるワークショップ「『顧客価
値起点×デジタル』で皆さんのビジネスを再構築して
みましょう！」の受講を通して、DXで実現を目指す
デジタル経営の要諦のエッセンスを体験・習得した。

次世代型移動サービス「MaaS（マース）」の導入に
向けて、九州・山口・沖縄の９県と政令市、鉄道・
バスなどの交通事業者48名の委員で構成する官民組
織「九州MaaSプロジェクト研究会」を発足し、第１
回研究会を開催した。

平井彰九経連専務理事による開会挨拶の後、国土
交通省九州運輸局交通政策部交通企画課の丹下涼課
長より「交通・観光の現状と九州MaaSへの期待」と
題し、九州におけるMaaSの取り組み状況や交通・観
光の課題等についてご講話いただいた。その後、参
加者による活発な意見交換が行われた。

九州経済産業局、内閣府沖縄総合事務局、九経連、
九州経済国際化推進機構は、本格焼酎・泡盛輸出促
進ネットワーク事業の一環として、フランスで日本
産酒類の普及・啓発に取り組むKura Master（パリ市
公認協会）の方を講師に、フランス・EU市場におけ
る本格焼酎・泡盛の輸出拡大の現状や今後の展望に
関するセミナーを開催した。

本セミナーでは、本格焼酎・泡盛部門の審査委員
長であるクリストフ・ダヴォワンヌ氏が、フランス
における焼酎・泡盛の魅力などを取り上げ、今回初
めて九州の焼酎蔵訪問を行った感想やブランディン
グなども報告。Kura Masterの活動や焼酎輸出の可能
性について紹介いただいた。

脱炭素・自然共生・循環型社会の実現を目指す
「地域循環共生圏」の構築に向けて、本会は環境省九
州地方環境事務所と連携協定を締結した。今後、九
州域内の脱炭素先行地域における自治体・企業・地
域金融機関のマッチング支援、阿蘇くじゅう国立公
園を舞台とするサイクルツーリズムの推進、30 by 30
等生物多様性保全、ESG地域金融の推進などに連携
して取り組むこととしている。

※次号（11月号）にて詳細を掲載予定

日誌

８月

 １日（月）� ［大分市・レンブラントホテル大分］

東九州自動車道建設促進地方大会
出席者：約300名

 ３日（水）�［福岡市・電気ビルみらいホール（Ｗｅｂ併催）］

第７回九州・大学発ベンチャー振興実践会議
出席者：83名

 ８日（月）� ［福岡市・電気ビル共創館］

第１回九州ＭａａＳプロジェクト研究会
出席者：74名

 ５日（金）� ［那覇市・沖縄ハーバービューホテル］

第１５回沖縄連携フォーラム

 １９日（金）� ［Ｗｅｂ開催］

本格焼酎・泡盛ネットワーク（ｋｕｒａ Ｍａｓｔｅｒ）セミナー
出席者：105名

 ４日（木）〜５日（金）� ［那覇市・ロワジールホテル那覇］

九州地域戦略会議「第１９回夏季セミナー」

 ５日（金）〜６日（土）� ［佐賀市・ホテルニューオータニ佐賀］

九州デジタル経営塾ｉｎ佐賀
出席者：42名

 ２２日（月）� ［福岡市・九経連会議室］

環境省九州地方環境事務所と九経連との連携協定締結式
出席者：17名
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サイバー被害が事業継続に影響を及ぼす事案が報
告される中、中小企業向けの「サイバーセキュリティ
対策の基本」について、「地域SECUNITY活動」を牽
引している専門家や中小企業の方々によるセミナー
を開催した（主催：九州経済産業局、IPA、九経連）。

九州大学の小出洋教授、日本ネットワークセキュ
リティ協会の前田典彦調査研究部会長、㈱ミズの 
溝上泰興代表取締役にそれぞれご講演いただいた後、
講演者３名によるクロストークでは「経営層こそセ
ミナーに参加すべき」の意見が出るなど、より実態に
迫った内容になり、経営層の意識向上にもつながった。

甲斐隆博委員長（㈱肥後銀行会長）の開会挨拶に続
き、倉富純男会長が挨拶。続いて、九経連事務局か
ら「九州将来ビジョン2030と『幸せコミュニティ』
指標」ならびに「九州ジェンダーギャップ指数」等
についての報告と説明を行った。その後、㈱テノ．
ホールディングスの池内比呂子社長（本会理事）より

「ジェンダー平等社会実現に向けて」と題し、ご講演
いただいた。

会議終了後、着席による懇親会を開催し、熊本地
域の会員相互ならびに倉富会長との親睦を図った。

九州出身および九州での勤務経験のある中央官庁
の幹部職員で構成する「九州応援団」の今年度第１
回会合を開催した。

当日は、倉富純男会長が「国へ意欲をしっかりと
伝え、九州にやらせてみたいと感じていただくこと
が大事。日本を元気にする九州モデルを発信してい
きたい」と挨拶。その後、事務局より直近の動きを
報告し、意見交換を行った。

今後も定期的に会合を開催し、各省庁への相談窓
口として適宜アドバイスをいただくこととしている。

今年度の第１回目のセミナー「事業継続のための
サイバーセキュリティ対策」をオンラインにて開催。
第１部では㈱ラックの三宅康夫氏より「最新のサイ

バー攻撃事例について」と題し、被害の事例とその
対策についてご講演いただいた。第２部では九州に
おける具体的な取り組み事例について、IPAの平原隆
氏、㈱BCCの奥新一郎氏、三井物産セキュアディレ
クション㈱の関原優氏の３名にご講演いただいた。

今回は中小企業やサプライチェーン企業の方にも
多くご参加いただき、サイバーセキュリティ対策に
関する意識醸成の機会となった。

※次号（11月号）にて講演要旨を掲載予定

上村基宏委員長（㈱鹿児島銀行会長）の開会挨拶に
続き、倉富純男会長が挨拶。続いて、九経連事務局
から「九州将来ビジョン2030と『幸せコミュニティ』
指標」ならびに「九州ジェンダーギャップ指数」等
についての報告と説明を行った。次に、㈱テノ．ホー
ルディングスの池内比呂子社長（本会理事）より

「ジェンダー平等社会実現に向けて」と題し、ご講演
いただいた。

その後、升本喜之事務局長が、九経連と指宿市が
今年７月に締結した包括連携協定など、九経連の鹿
児島地域での取り組みについて報告し、終了した。

後藤富一郎委員長（㈱大分銀行頭取）の開会挨拶に
続き、倉富純男会長が挨拶。続いて、西部ガスホー
ルディングス㈱の髙山健司取締役常務執行役員より

「企業における多様性推進とその必要性について」と
題し、ご講演いただいた。次に、九経連事務局から

「九州将来ビジョン2030と『幸せコミュニティ』指
標」ならびに「九州ジェンダーギャップ指数」等に
ついての報告と説明を行った。その後、大分事務局
から、2021年度事業報告ならびに2022年度事業計画
案が報告された。

最後に、倉富会長と参加会員との意見交換を行い、
九経連活動へ反映させることとした。

下関北九州道路建設促進協議会（会長：倉富純男・
九経連会長）、下関北九州道路整備促進期成同盟会

（会長：村岡嗣政・山口県知事）などの関連団体が、国
土交通省、財務省、自由民主党、公明党を訪れ、下
関北九州道路の早期実現に向けて要望活動を行った。

 ３０日（火）� ［鹿児島市・城山ホテル鹿児島］

鹿児島地域委員会
出席者：47名

 ３１日（水）�［大分市・ホテル日航大分オアシスタワー］

大分地域委員会
出席者：37名

 ３１日（水）� ［東京都・国土交通省他］

下関北九州道路中央要望活動
出席者：14名

 ２３日（火）� ［Ｗｅｂ開催］

地域ＳＥＣＵＮＩＴＹセミナー
出席者：93名

 ２３日（火）� ［熊本市・熊本ホテルキャッスル］

熊本地域委員会
出席者：47名

 ２６日（金）� ［東京都内］

第１回九州応援団
出席者：12名

 ３０日（火）� ［Ｗｅｂ開催］

第１回サイバーセキュリティセミナー
出席者：180名
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トピックス

西九州新幹線開業を契機として西九州地域の活性化を

2022年９月23日、西九州新幹線（武雄温泉駅～長崎駅）が開業した。所要時間が従来より約
30分短縮され、博多・長崎間は最速１時間20分となる。この新幹線開業を契機に、西九州地
区と福岡・中国・関西との交流が拡大し、西九州ひいては九州全体のさらなる振興と発展につ
ながることが期待されている。

今回、九州旅客鉄道㈱広報部より、西九州新幹線の概要やキャンペーンの様子、今後の展望
等についてご紹介いただいた。

●西九州新幹線開業
９月23日、西九州新幹線（武雄温泉駅～長崎

駅）が開業しました。
この西九州新幹線は、「全国新幹線鉄道整備

法」に基づき1973年に「整備計画」が決定さ
れた九州新幹線西九州ルート（福岡市・長崎市
間）のうち、今回開業した武雄温泉・長崎間の
路線名称です。

武雄温泉・長崎間は線路延長約66kmをフル
規格（標準軌）により整備し、武雄温泉駅で博
多・武雄温泉間を運行する在来線特急列車

「リレーかもめ」と同じホームで乗り換えを行
う「対面乗換方式」により運行します。

西九州新幹線を運行する「かもめ」の車両
は、東海道・山陽新幹線にも導入されている

「N700S」をベースに「九州らしいオンリーワ
ンの車両」を目指して作られています。その
コンセプトは「西九州から吹く暖かくて優し
い風を世界へ届ける」。
「ドーンデザイン研究所」の水戸岡鋭治氏が

デザインを手がけ、エクステリアにはJR九州
のコーポレートカラーである赤を配色、シン
ボルマークやロゴを配置しています。また、
インテリアデザインでは和洋折衷、クラシッ

クとモダンが組み合わされた、懐かしくて新
しい空間を表現しています。

●開業効果を最大にするために
開業を地域と一体となって盛り上げ、その

効果を最大にするため、自治体等とも協力し
ながら各種イベント等を実施しています。その
一つとして実施したのが「かもめ楽団」です。
「かもめ楽団」は西九州新幹線「かもめ」の

誕生を祝っていただける方を全国から募り、
集まった方を「楽団員」、また地元の高校の吹
奏楽部員や地元で演奏活動をしている方を

「かもめキャプテン」として演奏をサポートし
ていただき、「HAPPY BIRTHDAY」の歌を全
員で歌うというイベントです。

３つの港、また５つの新幹線駅で多くの方
にかもめの誕生を祝っていただきました。

N700S「かもめ」

唐草模様をあしらったシート

「かもめ楽団」の様子
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また10月からは、JR北海道から九州まで全
国JR６社が現地の自治体や旅行会社などと協
力し、地域の新たな魅力を発信し誘客する観
光キャンペーン「佐賀・長崎デスティネー
ションキャンペーン」が始まります。これに
より、全国各地の駅に佐賀や長崎を紹介する
ポスターが掲示され、その魅力が発信されま
す。その結果、全国から多くの旅行客が両県
を訪れることが期待されます。

JR九州でも「西九州開店」と銘打った独自
のキャンペーンを実施、さらに多くの方に西
九州新幹線そして西九州エリアの魅力を発信
していきます。
●長崎MaaSスタート

新幹線等を利用して長崎にお越しの方によ
り便利に観光等を楽しんでいただけるよう、
８月２日より鉄道、路面電車、バス、レンタ
カーなど当社を含む９事業者が連携してMaaS

（モビリティ・アズ・ア・サービス）が長崎県
全域を対象にスタートしました。

さまざまなモードでの移動手段を経路検索
アプリ「my route」により検索、さらに検索
結果から「JR九州インターネット列車予約」
をはじめ、バス、航空券、カーシェアやレン
タカー利用・予約サイトへシームレスに遷移
できるようになり、現在地から目的地までの
検索、予約、決済をスムーズに行うことがで
きるようになりました。
●開業効果を線から面に

新幹線開業が場所と場所をつなぐ「線」で
の効果にとどまらず、沿線一体を含めた「面」
として効果を発揮できるよう、新たな施設の
開発や列車の導入も実施します。

西九州新幹線開業にあわせて、２年ぶりに
新たなD＆S列車（デザイン＆ストーリー列車）

「ふたつ星4047」を導入しました。
佐賀・長崎は海に囲まれたエリアです。「ふ

たつ星4047」は、武雄温泉駅から長崎駅まで
は有明海沿いの長崎本線を、また長崎駅から

武雄温泉駅までは大村湾沿いを走る大村線を
運行し、それぞれ異なる表情を見せる「ふた
つ」の海を車窓に見ることができる列車です。
またビュッフェやラウンジを備え、車内での
時間をお楽しみいただけます。

この列車にあわせ、片道は西九州新幹線、片
道は「ふたつ星4047」をご利用いただける「か
もめぐるりんきっぷ」の販売も行っています。

長崎駅周辺のまちづくりの拠点となる「新
長崎駅ビル」は、概ね１年後となる2023年秋
の開業を目標に「新幹線開業を契機につくる
国際観光都市長崎の陸の玄関口」のビジョン
のもと商業、ホテル、オフィス、駐車場など
を備えた施設となる計画です。

西九州新幹線の開業を契機に、生活と観光
の両面での開業効果を高めて、沿線のみなら
ず、佐賀県、長崎県の各地に効果を拡大させ
るため、今後とも地域の皆さまの生活利便性
の向上、魅力ある観光ルートの新たな構築に
取り組んでまいります。皆さまもぜひ、西九
州エリアへお運びください。

《問い合わせ先》
九州旅客鉄道株式会社　広報部
TEL：092-474-2541

ふたつ星4047

新長崎駅ビル（2023年秋開業予定）
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１．デジタル庁が果たすべき役割
これからの経済成長には、デジタルの力を

十分に活かせる社会制度への転換が必要であ
り、規制改革や行政組織の構造改革を加速的
に進める司令塔として、デジタル庁は発足した。
「行政の無

む

謬
びゅう

性
　せい※

神話」からの脱却をテーマ
に、スタートアップやアジャイルに焦点を当
て、デジタル時代にふさわしい、フラットで
オープンな組織づくりを目指す。
「誰一人取り残されない、人に優しいデジタ

ル化を。」がデジタル庁のミッション。官民融
合で、バックグラウンドの異なる多様なス
タッフが集まる組織だからこそ、ミッション
やビジョン、バリューを自分たちで作り上げ、
大切にしている。

住民記録、地方税、介護、福祉等の地方自
治体の基幹業務システムについて、ガバメン
トクラウドを活用した標準システムへの移行
を2025年までに実施予定。デジタル化による
効率化で生まれる時間や人材を、本来の行政
がなすべき役割、やりたかった住民サービス
へ集中的に再配置するために、ぜひ活用して
ほしい。

※無謬性…理論や判断に間違いがないこと。

２．デジタル臨時行政調査会（デジ臨）
同種の規制を一括して見直す「面の改革」、

技術の進展に即した「テクノロジーベースの
改革」、未来の法令も念頭に置いた「将来の改
革」の３つの特徴を持った改革を進めている。

日本に４万件以上ある法令や各種告示を
チェックし、デジタル化を阻害している規制
５千項目を類型化、既に４千項目は見直しの
方向性を示した。残りの１千項目も年内に確
定させ、今後３年間の集中改革期間の中で、
全ての法改正をやり切る。

昭和・平成で積み上がったアナログ規制を
一掃する、時空を超えた大きな挑戦であり、
G7議長国のドイツでも高く評価された。

あわせてセンサーやドローン、AI診断、
ビッグデータ分析などを網羅したテクノロ
ジーマップを整備予定。特定の規制を代替で
きるデジタル技術がカタログ化されることで、
技術を有するスタートアップ企業にもチャン
スが生まれ、新たなデジタル市場の創出につ
ながることを期待している。

３．デジタル田園都市国家構想（デジ田）
自由で活力ある暮らしとビジネスの実践を

両立できるチャンスは、地方にこそあり。デ
ジタル実装を通じて、地域の課題解決・魅力
向上の取り組みを推進し、デジタル田園都市
国家構想の実現を目指す。

課題の一つは地方創生の担い手不足。地域
の課題解決に挑戦したいと考える、多様でク
リエイティブな人材を呼び込み、交流、議論
できる密度の高い空間づくりを提案、応援し
たい。

もう一つの課題は、地方創生プロジェクト
を作るだけではなく、持続可能な地域産業へ
と育てること。

人口減少局面において、縮小する需要にあ
わせた供給体制、共助の連携基盤をデジタル
技術で再構築し、Well-beingの向上に向けた
まちづくりの好循環を生み出したい。

日本では、地域の基礎データは各自治体が
所有している。自治体間でデータを上手につ
なぎ合わせる必要があるし、データ連携基盤
の開発を、県境をまたいで九州全体で行うこ
とは大きな意義がある。

事業化する際の指標となり得るWell-being
指標や、データ連携基盤を活用し、複数の
サービス実装を伴う取り組みを支援する「デ
ジ田推進交付金（TYPE２/３）」も積極的に活
用し、新たな価値の創造に向けて九州から、
デジタル実装の九州モデルが発信されること
を期待している。

日本が目指すデジタル社会

（2022年８月４日（木）九州地域戦略会議「第19回夏季セミナー」での講演）

講演要旨

デジタル大臣・行政改革担当大臣
・内閣府特命担当大臣（規制改革）

※セミナー開催時

牧島  かれん
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＜2021年４月14日入会＞

会員紹介
 Member Introduction

法人紹介

Ｓａｌｅｓｆｏｒｃｅは、デジタル化が加速する時代

に企業と顧客を近づけるＣＲＭ（顧客関係管理）

のグローバルリーダーです。１９９９年に米国サ

ンフランシスコで設立されたＳａｌｅｓｆｏｒｃｅは、

あらゆる規模と業界の企業がクラウド、モバイ

ル、ソーシャル、音声、人工知能などの強力な

テクノロジーを活用し、全く新しい方法で顧客

とつながるためのツールを提供しています。私

たちはお客様から信頼されるアドバイザーとな

ることを目指し、顧客中心のビジネスへの変革

を、共に実現したいと考えています。

Ｓａｌｅｓｆｏｒｃｅ Ｃｕｓｔｏｍｅｒ ３６０（さんろくまる）

は、企業のデジタルトランスフォーメーション

を支援する当社のビジョンです。そして、セー

ルス、サービス、マーケティング、コマース、

ＩＴ、分析などの部門を連携させる統合型ＣＲＭプ

ラットフォームであると同時に、顧客に関する

信頼できる唯一の情報源（ＳＳＯＴ：Ｓｉｎｇｌｅ 

Ｓｏｕｒｃｅ ｏｆ Ｔｒｕｔｈ）です。これにより各部門

は、顧客を一元的に見ることができると同時

に、今や顧客が全てのブランド企業に対して期

待するようになったインテリジェントでパーソナ

ライズされた体験を提供し、長期的に信頼され

る関係を構築することができるようになります。

Ｓａｌｅｓｆｏｒｃｅは２兆件以上のＢ２ＢおよびＢ２Ｃ

トランザクションを支え、１５万社以上の企業と、

何百万人ものトレイルブレイザー（Ｓａｌｅｓｆｏｒｃｅ

を活用し、イノベーションを推進、キャリアを

拡大、ビジネスを変革、コミュニティへの還元

を行う個人やその組織）を支えます。

Ｓａｌｅｓｆｏｒｃｅでは、「信頼」「カスタマーサクセ

ス」「イノベーション」、全ての人類の「平等」

「サステナビリティ」という、５つのコアバ

リューを掲げています。Ｓａｌｅｓｆｏｒｃｅは、フォー

チュン誌の「世界を変える企業」の一社に選出

されるとともに、１２年連続でフォーチュン誌の

「世界で最も働きがいのある会社」の一社に選

ばれています。

法 人 名

設 立

代 表 者

事 業 内 容

従 業 員 数

所 在 地

〔東京オフィス〕

電 話 番 号

ホームページ

法 

人 

概 

要

株式会社セールスフォース・ジャパン

２０００年４月

代表取締役会長 兼 社長　小出  伸一

クラウドアプリケーションおよび
クラウドプラットフォームの提供

約３，５９０名（２０２２年１月末現在）

〒１００-０００５　東京都千代田区丸の内１-１-３
日本生命丸の内ガーデンタワー

（Salesforce Tower）

０３-４２２２-１０００

https://www.salesforce.com/jp/

セールスフォース・
ジャパンでは九州の
お客様へのご支援体
制を強化するため、
２０１８年に福岡市に西
日本オフィスを設立
しました。以来、企
業規模や業種業態を
問わず、地域に密着
して顧客管理・営業
支援などのクラウド
サービスを九州地域
のお客様に提供しております。

お客様とその先にいらっしゃる顧客との
接点強化に向けてデジタルを活用したご支
援をさせていただいており、企業の皆様の
みならず自治体・教育機関・非営利団体の
皆様にもご活用いただいております。

今後も九州地域での人材採用を進め、地
域の皆様のデジタルトランスフォーメーショ
ン推進のご支援をさせていただく所存です。

代表取締役会長 兼 社長
小出  伸一

株式会社セールスフォース・ジャパン

Salesforce Tower Tokyo
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＜2021年４月15日入会＞

会員紹介
 Member Introduction

法人紹介

ＦＰＴジャパンホールディングス株式会社は、

グループ企業全体で社員３万６千名が在籍し、

２０２２年で創立３４周年を迎えるベトナム最大級

のＩＣＴ企業「ＦＰＴコーポレーション」におい

て、海外に特化しＩＴ事業を担う「ＦＰＴソフト

ウェア」の日本法人です。ベトナムと日本両国

の文化・経済・知識の交流の懸け橋となり、日

本のお客様に最高のバリューを提供することを

目的とし、２００５年に設立されました。また、

ＲＰＡ、ブロックチェーン、ＡＩ、クラウド、

ＩｏＴ、ビッグデータ分析などの最新テクノロ

ジーを活用したサービスやソリューションを通

じて日本のお客様に貢献してまいりました。

さらに、ベトナムへのシステム開発アウト

ソーシング事業を中心に幅広くビジネス展開し

ており、このオフショア活用によって優れたコ

ストパフォーマンスでのシステム開発を日本の

お客様にご提供しております。また、日本では

人口減による人手不足も相まって、ＩＴ分野で

のエンジニア不足は深刻な問題になっています

が、ベトナムでの豊富な人材、そして多様なス

キルや高い技術力を持ったエンジニアにより、

高品質なシステム開発を実現することで、日本

のお客様企業に大きく貢献できているものと自

負しております。

２０１６年に福岡事業所を開設し、業務拡大に

伴い昨年末に約３倍のフロア面積の新事業所に

移転しました。さらに今年は沖縄に次いで国内

２拠点目となるニアショア開発センターを福岡

に設立いたします。近い将来には５００名、また

１，０００名規模のエンジニアを備える福岡開発セ

ンターを目指して、福岡経済へ貢献するととも

に、九州をはじめ日本のお客様企業のビジネス

成長に向けて、さらに貢献してまいりたいと存

じます。

法 人 名

設 立

代 表 者

事 業 内 容

従 業 員 数

本 社 所 在 地

電 話 番 号

ホームページ

法 

人 

概 

要

ＦＰＴジャパンホールディングス株式会社

２００５年１１月１３日

代表取締役社長　ド・ヴァン・カック

システム開発、システム運用、マイグレー

ションサービス、テクノロジーサービス、

エンジニアリングサービス、ＢＰＯ

１，７５０名（２０２２年１月現在）

〒１０５-００１１　東京都港区芝公園１-７-６

ＫＤＸ浜松町プレイス６階

０３-６６３４-６８６８

https://www.fpt-software.jp

グローバルにビジ

ネス展開する企業と

して、国際社会全体

の目標である「持続

可能な社会の実現」

への貢献を目指しま

す。「持続可能な社会

の実現」には、ＤＸ

を通して、働き方や

社会の構造を新たな

仕組みへ変換することが重要です。

コンサルティングやシステムインテグ

レーションのパートナー企業様とともに、

毎年目覚ましい成長を遂げるベトナム企業

の強みを最大限に発揮し、お客様の課題を

早期に解決していくことで、日本のお客様

企業の発展と持続可能な社会の実現に貢献

してまいります。

代表取締役社長
ド・ヴァン・カック

FPT Complex – ダナン ソフトウェア開発センター
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＜2021年５月24日入会＞

会員紹介
 Member Introduction

法人紹介

株式会社Ｌ ｉｓ Ｂ（エルイズビー）は、現場の

業務改善やデジタル化を支援する企業として

２０１０年に設立。東京都に本社、徳島県に開発

拠点を構え、お客様の声に耳を傾けながら、よ

りよいサービスを生み出すために活動していま

す。現場の声に耳を傾けながら進化を遂げてい

るのが、当社がご提供をする現場のチャット

「ｄｉｒｅｃｔ／ダイレクト」です。

「ｄｉｒｅｃｔ」は、立って働く現場を持つフィー

ルドワーカーのために開発したビジネスチャッ

トとして、建設業を中心に３，０００社を超える企

業の方々にご利用いただいています。文字だけ

でなく、写真・ファイルなどを使った現場の情

報共有や作業指示で、迅速かつ円滑なコミュニ

ケーションを実現できます。誰が読んだかまで

わかる「既読・未読」機能を備え、緊急時の連

絡手段としてもご利用いただけます。また、

チャット機能に加え、誰がいつまでに作業する

のかがわかる「タスク」をはじめ、「スケジュー

ル」「掲示板」のアプリと連携しています。

「ｄｉｒｅｃｔ」は、チャットの中で会話をするロ

ボット＝「チャットボット」を併用いただくこ

とで、報告書作成や勤怠管理などの定型業務の

自動化を実現します。これにより従来までパソ

コンを開いて行っていた業務を、スマートフォ

ンで、スキマ時間にできるようになります。一

般的なビジネスチャットを概念を超える業務効

率化ツールとして、ＤＸ推進にお役立ていただ

けます。

さらに新たな取り組みとして、現場のＤＸを

テーマにした情報メディア「現場ＤＸ研究所」

を立ち上げ、ＤＸ推進を進めるお客様に向けて

お役立ち情報を発信しています。何から始めれ

ばよいかわからないお客様からのご相談を無料

で受け付けています。

九州エリアの企業様が抱えるＤＸ課題を解決

したり、ＩＣＴによって仕事のやり方を変えたり

効率化を図っていくことで、現場のＤＸ推進に

貢献してまいります。

法 人 名

設 立

代 表 者

事 業 内 容

従 業 員 数

本 社 所 在 地

電 話 番 号

ホームページ

法 

人 

概 

要

株式会社Ｌ ｉｓ Ｂ

２０１０年９月２９日

代表取締役社長　横井  太輔

クラウドサービスの開発、提供および運営サポート／スマー
トフォン、タブレット、パソコンアプリケーション開発／
Ｗｅｂシステム開発および構築サポート／デザイン開発（ＵＩ
／ＵＸ、イラスト他）／サービス開発コンサルティング　他

７０名（２０２２年８月現在）

〒１０１-００３２　東京都千代田区岩本町
３-１１-１１　プルータスビル２階

０３-５８１２-４７３５

https://l-is-b.com/ja/

我々は、現場チャッ

ト「ｄｉｒｅｃｔ／ダイレ

クト」を主なサービ

スとして、お客様の

課 題 解 決 に 役 立 つ

サービスをご提供し

ています。「お客様

に寄り添う」ことに

重きを置き、お客様

からのご要望をもと

に改善を進めていく定期アップデートの

ルールを設けており、お客様に応えること

ができるサービスへと日々進化させており

ます。

私たちはお客様がいなければ、存続して

いない会社です。だからこそ、時代の流れ

や最新技術を常にキャッチアップしなが

ら、お客様のご要望や課題に対して、最適

な回答と解決策を提案する姿勢で、自社の

強みである技術力・提案力を駆使し、世の

中に貢献できる会社にしていきたいと考え

ています。

代表取締役社長　横井  太輔

導入企業数は現在約3,000社以上となる現場向けチャット「direct」
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［沖縄県島尻郡与那原町字与那原832（御殿山青少年広場）］
豊作祈願の神事として始まったといわれている与那原大綱曳

（よなばるおおづなひき）は、那覇・糸満と並ぶ沖縄の三大大綱

曳の一つであり、沖縄で一番華やかで力強い綱として有名です。

４４０年余りの伝統を誇り、東西合わせて５トン、９０メートルの大

綱で綱の上に豪華な琉球衣装を身に着けた支度（したく）が乗って

練り歩くさまは、龍が天に舞い上がるようだといわれ、与那原大綱曳の

醍醐味で特徴ある雄雌のカナチが結合され、カナチ棒が入ると同時に綱曳が始まる

姿は迫力満点です！

第２３回ふるさとイベント大賞（２０１９年）では、内閣総理大臣賞を受賞しています。

昨年は新型コロナウイルスの影響により中止となっていましたが、今年は１０月に

開催が予定されていますので、ぜひその迫力を肌で体感していただければと思います。

◇与那原町の観光情報等はこちらから　https://yonabaru.okinawa/

（一財）沖縄観光コンベンションビューロー（OCVB）

沖縄観光通信沖縄観光通信
〜ミス沖縄がおススメする沖縄観光情報〜

１０月の沖縄は、天候が安定して穏やかな日々が続きます。この時期にピッタ
リなのが「ＳＵＰ（サップ）」です。ＳＵＰとは「Ｓｔａｎｄ Ｕｐ Ｐａｄｄｌｅ-ｂｏａｒｄ（スタンド
アップパドルボード）」の略称で、名前の通りボードの上に立ち、パドルを漕い
で水面を進むアクティビティです。おススメの楽しみ方は、澄んだ海をボードの
上に座って眺めること、そしてヨガをすることです。先日、地元・久米島で朝の
時間帯にＳＵＰをしましたが、透き通る穏やかな青い海の上で、ゆったりと流れ
る島時間に癒やされましたよ♪沖縄ではサンセットの時間帯やマングローブの中
をＳＵＰでめぐるツアーなどもございますので、今年最後の夏の思い出作りに体

験してみてはいかがでしょうか。

皆さまへ沖縄の魅力をお届けいたします。皆さまへ沖縄の魅力をお届けいたします。

第40代沖縄観光親善大使ミス沖縄
クリーングリーングレイシャス

新垣佳菜江
■「ミス沖縄公式YouTubeチャンネル」はこちら  https://bit.ly/2Fa1tlW

今 月 の お ス ス メ

マリンアクティビティ～SUP～

与那原
大綱曳
まつり

　皆さま、はいたーい！ミス沖縄クリーングリーングレイシャスの新垣佳菜江です。

　今回は、沖縄本島南部の与那原町で行われる大綱曳についてご紹介いたします！

　日々、ＹｏｕＴｕｂｅやＦａｃｅｂｏｏｋ、Ｉｎｓｔａｇｒａｍを通して、沖縄の魅力をお届けしており

ます。ぜひチャンネル登録＆いいねをお願いします！

新型コロナウイルス感染予防・拡大防止に取り組んでいます！

ミス沖縄の活動についてはこちらミス沖縄の活動についてはこちら
 ミス沖縄 検索

沖縄観光情報についてはこちら沖縄観光情報についてはこちら
 おきなわ物語 検索



２０２２/１０　九経連月報 １５

やまぐちまるごとスポーツフィールド！
「手ぶら」で「気軽に」アウトドア体験！

山口 Yamaguchi

佐賀 Saga

佐賀が世界の舞台となる。
「ＳＡＧＡスタジアム」リニューアルオープン！

山口県では、キャンプとアウトドアアクティビティ
を結び付け、「手ぶら」で「気軽に」楽しめるアウト
ドアスポーツツーリズム「スポーツフィールドやまぐ
ち」を推進している。

今年度は、県内で開催されるアウトドアイベントな
どにブースを出展し、子どもから大人まで楽しめる

「アウトドア体験キャラバン」を実施する。
１０月８日（土）、９日（日）に、山口きらら博記念公

園で開催される「ゆめ花マルシェ２０２２」では、ピザ
やポップコーンなどのキャンプ飯作りや、フライング
ディスクを投げてパネルをねらうディスゲッターなど
のニューアウトドアスポーツを体験することができる。

ほかにも「スポーツフィールドやまぐち」のホーム
ページでは、県内のさまざ
まなアウトドアアクティビ
ティを紹介している。

山口県の自然を感じなが
ら、アウトドアアクティビ
ティで身体を動かしてみて
はいかがだろうか。

【スポーツフィールドやまぐちホームページ】
https://sportsfield-yamaguchi.com/

《問い合わせ先》
山口県スポーツ推進課　TEL：083-933-2435

福岡県では、移住・定住の裾野の拡大につながる
「関係人口」の創出・拡大に取り組んでいる。

若い世代をはじめ、より多くの方に福岡県に関心
を寄せてもらうきっかけとする新たな取り組みとし
て、「福岡県マインクラフトコンテスト」を開催！

国内外の多くの方に楽しまれているゲームソフト

「マインクラフト」を活用し、県内の建築物等、本県
に関係した作品を制作いただき、特に優秀なものを
表彰。
「課題部門」「政策部門」「自由部門」の３部門で作

品を募集しており、コンテスト終了後には、優秀作品
等を活用した「福岡ワールド」を制作して公開予定。

作品の応募受付は、１０月３１日まで。ぜひ、応募い
ただきたい。

《問い合わせ先》
福岡県政策支援課　TEL：092-643-3179

２０２４年開催のＳＡＧＡ２
ニーマルニーヨン

０２４国スポ・全障スポを契機
として整備が進む「ＳＡＧＡサンライズパーク」の主要
施設のひとつ、「ＳＡＧＡスタジアム」が５月に全面リ
ニューアルオープンした。

走路を９レーン化するなど、トラックやフィールド
を全面改修したほか、雨天でも気にせずに走ることが
できる全天候型ウォーミングアップ走路やドーピング
検査室などを新設。リニューアルにあわせて、国ス
ポ・全障スポの開催に必要な「日本陸連第１種公認」
を取得し、８月１日には「世界陸連クラス２」にも認
定された。国際的な大会（オリンピック・世界選手権
等の大会を除く）を開催できることとなり、世界新記
録やアジア新記録などの国際的な記録が誕生したとき
にも速やかに記録が公認される、世界基準のスタジア
ムになった。

ＳＡＧＡサンライズパークの整備もいよいよラストス
パート。来年春には、スポーツやコンサートだけでな
く、全国規模の総会や学会、展示会などビジネスシー
ンでも活用が期待される交
流の拠点「ＳＡＧＡアリー
ナ」もオープン予定だ。
「ＳＡＧＡスタジアム」か

ら生まれる感動を多くの方
に体感いただきたい。

《問い合わせ先》
佐賀県SAGAサンライズパーク整備推進課
TEL：0952-25-7482

福岡 Fukuoka

福岡県マインクラフトコンテスト開催中！

※�新型コロナウイルス感染症の影響により、開催内容等が変更にな
る場合があります。最新情報については、スポーツフィールドや
まぐちホームページにてご確認ください。
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９月２３日開業！
西九州新幹線（長崎～武雄温泉）

長崎 Nagasaki

「ツール・ド・九州３００日前イベント」
日田にて開催！

大分 Oita

９月２３日、長崎駅と佐賀県の武雄温泉駅の間（約６６

km）を結ぶ、西九州新幹線が開業を迎えた。

これまで、博多～長崎間は在来線特急「かもめ」に

よって運行されていたが、開業によって、長崎～武雄

温泉間は最高時速２６０kmのフル規格の新幹線で結ばれ

た。武雄温泉駅では、武雄温泉～博多間を運行する在

来線特急列車と同じホームで乗り換えを行う「対面乗

換方式」により運行され、博多～長崎間の所要時間

（最速）がこれまでの１時間５０分から１時間２０分とな

り、３０分短縮された。

開業にあわせ、「ＪＲ九州アプリ」を使用した県内２１

市町を巡るスタンプラリーが９月２３日からスタート。

スタンプの獲得数に応じて抽選で素敵なプレゼントが

当たる。２１市町には、西九州新幹線長崎県広報大使の

長濱ねるさんの等身大パネルも設置されている。

また、１０～１２月にかけて、ＪＲグループ・佐賀県・

長崎県が共同で「佐賀・長崎

デスティネーションキャン

ペーン」を実施する。それに

先駆けて、旅のコンパスをＳ

（Ｓａｇａ）とＮ（Ｎａｇａｓａｋｉ）に

向ける新たな旅の物語をウェブサイトで公

開しているのでぜひご覧いただきたい。

《問い合わせ先》
長崎県新幹線対策課　TEL：095-895-2063

熊本県と水俣市、芦北町、津奈木町は「水俣・芦北

地域振興計画」に基づき、かつての著しい自然破壊か

ら、美しい環境を取り戻した不知火海を活かして、地

域の魅力向上に取り組んでいる。

その一環として、不知火海で「ヒメタツ」という新

種のタツノオトシゴの発見に関わった「さかなクン」

が、７月２２日「みなまた・あしきたギョギョギョ大

使」に就任し、この地域の新たな魅力の創出や全国に

向けた情報発信等に取り組んでいく。

その第一弾として、さかなクンの公式ＹｏｕＴｕｂｅ

「さかなクンちゃんねる」で、水俣・芦北地域の海の

魅力をＰＲしている。

水俣・芦北地域の海で活躍されているユニークな

方々とのお魚に関するクイズ対決や、さかなクンを中

心に、水俣・芦北の関係者（ダイバー、環境の語り部

など）との豊かな海を守る方法などをテーマにした

トークライブの様子などを配信中。

美しい不知火海や美味しい魚を懸命に守

り、育てている地元の方々の様子をぜひご

覧いただきたい。

来年度以降も、熊本県、水

俣市、芦北町、津奈木町で連

携して、さかなクンとタイ

アップした不知火海の魅力発

信に取り組んでいく。

《問い合わせ先》
熊本県地域振興課　TEL：096-333-2180

１１月１２日（土）・１３日（日）、日田市で開催される日

田天領まつりにあわせて、「ツール・ド・九州３００日前

イベント」が開催される。「ツール・ド・九州」とは、

九州・山口で新たに取り組む国際サイクルロードレー

ス大会で、国内外のプロ選手の参加を予定している。

第１回目の開催となる２０２３年に向け、大分、福岡、

熊本の３県で準備が進められており、大分ステージ

は、日田市街地とオートポリスを結ぶルートでレース

が行われる予定である。

３００日前イベントは日田中央公園（予定）を会場に、

「バーチャルサイクリング体験ブース」や「親子参加

型自転車体験ブース」など、実際に自転車に乗り、ロー

ドレースの醍醐味や楽しさを体験することができる。

また、今年１０月以降、県内の道の駅でツール・

ド・九州をＰＲするスタンプラリーを実施する。サイ

クリングにぴったりの「サイクル食」として認定され

た商品を購入するとスタンプがもらえ、スタンプを集

めると豪華商品が当たる企画だ。

大会の開催を通じて、自転車活用の気運を盛り上げ

るだけではなく、九州・大分

県にも風光明媚なサイクリン

グコースがあることを国内外

の方々に認知してもらうこと

により、観光地を自転車で巡

る「サイクルツーリズム」にもつなげたい

と考えている。

《問い合わせ先》
ツール・ド・九州　大分ステージ推進委員会
TEL：097-506-2168
https://tourdekyushu-oita.jp/

熊本 Kumamoto

さかなクンとタイアップして、
水俣・芦北地域の魅力発信！

 長崎県　新幹線 検索

©2010熊本県くまモン
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株式会社ソラシドエアは、今年８月１日に就航２０周
年を迎えた。

同社は宮崎市に本社を置く「県民の翼」として、
２００２年８月１日に「宮崎－東京」線を就航した。以
来、数々の困難を乗り越え、現在では九州・沖縄と東
京とを中心に結ぶ全１４路線を展開し、「九州・沖縄の
翼」として発展している。宮崎においても東京、名古
屋、沖縄の３路線を運航しており、ビジネスや観光面
において、なくてはならない航空会社となっている。

ソラシドエアは地元とのつながりを大切にしてお
り、本県のブランド力向上にも積極的に協力してい
る。２０２０年１０月にポケットモンスターのナッシーが

「宮崎だいすきポケモン」に任命された際には、機体
にナッシーをラッピングした「ナッシーリゾートｉｎ宮
崎号」を運航した（同機材は今年９月に運航を終了）。
また、今年４月に宮崎市にオープンした「ソラシドエ
アサーフィンセンター木崎浜」へのネーミングライ
ツ・スポンサーにも認定され、宮崎のサーフカル
チャーの発展にも尽力している。

航空業界は新型コロナウイルス感染症による危機に
直面し、いまだその影響から脱しているとは言えない
状況である。ソラシドエアはソラチョク便（空陸一貫
での高速小口貨物輸送サービス）など新しい取り組み
をスタートさせたほか、今年１０月には「北海道の翼」
株式会社ＡＩＲＤＯ（エア・ドゥ）との共同持株会社を
設立し、コロナ禍からの復活を掲げている。

今後とも、地元と共にある航空会社として、本県を
はじめとした地域社会への
貢献を果たしていきなが
ら、「九州・沖縄の翼」とし
て、さらなる飛躍を期待し
ている。

《問い合わせ先》
宮崎県総合交通課　TEL：0985-26-7038

鹿児島県の南部に位置し、８つの島々がそれぞれに
個性的な伝統・文化を有する奄美群島。その独特な地
域文化の情報発信拠点である鹿児島県奄美パークは、
奄美大島北部の空港近くにあり、奄美の美しい自然や
多様な文化・歴史をわかりやすく紹介した「奄美の
郷
さと

」と、奄美の自然を愛し、亜熱帯の植物や鳥などを
生涯にわたって描き続けた孤高の日本画家、田中一

いっそん

村
の作品を展示する「田中一村記念美術館」を併設して
いる。

この奄美パークの開園２０周年を記念して、１０月２９
日（土）と３０日（日）に、奄美群島全域から地域を代表す

る伝統芸能が一堂に会し、島々で脈々と受け継がれて
きた独自の伝統文化や伝統芸能などを披露する“島々
の饗宴”を開催する。同じ奄美群島でも文化の特徴に
違いがあり、群島北部は鹿児島県本土の影響が見ら
れ、南下するにつれて琉球文化の影響が色濃くなる。
それぞれに特徴のある島唄や踊りなどの伝統芸能は見
どころ満載で、奄美文化の豊かさを実感できる貴重な
機会である。

会場には各島々の特産品販売ブースが設
けられ、島料理や黒糖・フルーツを使った
スイーツなどを堪能できる。

また、３０日には記念式典を開催し、地元
節
せ っ た

田小学校の伝統であるアマンディー
太鼓の演奏や、喜界島出身の唄者で
ある川畑さおり氏による奄美シマ唄
の披露、作家・博物学者の荒俣宏氏
による記念講演を予定している。

この機会に、ぜひ奄美パークにお
越しいただき、魅力いっぱいの奄美
の文化を満喫していただきたい。

《問い合わせ先》
鹿児島県奄美パーク　TEL：0997-55-2333

今年１０月２２日（土）から１１月２７日（日）までの３７日間
にわたり、国内最大の文化の祭典、「美ら島おきなわ
文化祭２０２２」が、いよいよ開催される。

沖縄県は２０２２年度、日本復帰５０周年を迎えた。
その節目の年に開催される「美ら島おきなわ文化祭

２０２２」では、沖縄文化の魅力を県内外に発信する。
開催期間中、沖縄県実行委員会が主催する総合フェ

スティバル、市町村実行委員会等が主催する分野別
フェスティバルのほか、連携イベントも含めて、１６０
以上の多様な文化イベントが県内全域で開催される。

去る７月２３日には「美ら島おきなわ文化祭２０２２」
１００日前プレイベントが開催され、イベントでは、高
校生による書道・フラ・手話パフォーマンスや現代版
組踊「肝

きむたか

高の阿
あ ま わ り

麻和利」が披露されたほか、開・閉会
式演出家によるトークライブが行われた。

沖縄大会では、伝統文化や芸能、演劇、音楽、生活
文化、食文化等さまざまな文
化芸術を味わっていただくと
ともに、日本における文化の
多様性を感じていただけるよ
うな大会を目指しているの
で、ぜひこの機会に沖縄にお
越しいただきたい。

《問い合わせ先》
美ら島おきなわ文化祭2022沖縄県実行委員会事務局
TEL：098-917-1108

国内最大の文化の祭典！「美
ちゅ

ら島
しま

おきなわ文化祭２０２２」
２０２２年１０月２２日～１１月２７日開催

沖縄 Okinawa

「九州・沖縄の翼」ソラシドエア
就航２０周年！

宮崎 Miyazaki

奄美パーク開園２０周年記念
奄美群島伝統芸能の祭典“島々の饗宴”開催！

鹿児島 Kagoshima

奄美パーク全景

100日前プレイベント開催の様子
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◆九経連ホームページ　　https://www.kyukeiren.or.jp　
◆九経連メールアドレス　info@kyukeiren.or.jp
　　月報・ホームページをご覧になったご感想やご意見をお寄せください。

稲佐山（1000万ドルの夜景）
（長崎県）

表紙説明 ※当地域でオススメの観光についてご紹介します。

長崎の夜景は、2021年に開催された「世界夜景サミット in 長崎」において、モナコ、上海とと
もに「世界新三大夜景」に選ばれました。

市内に数ある夜景観賞スポットの中でも、特に人気なのが長崎市のランドマーク的存在の「稲佐
山」。360度の大パノラマを望むことができ、その「1000万ドル」とも称される夜景は、長崎港を
中心としたすり鉢状の地形の中で営まれる人々の生活の灯

あか

りによって彩られています。
また、晴れた日の昼間には、長崎市街地はもちろんのこと、雲仙、天草、五島列島まで眺めるこ

とができます。
稲佐山の中腹にある稲佐山公園は、憩いの空間やレクリエーションの場として、多くの県民の皆

さんに親しまれており、大駐車場を完備したイベント広場、野外音楽堂もあり、さまざまなコン
サートでもお馴染みの会場となっています。

稲佐山山頂へは、麓からはロープウェイで、中腹からはスロー
プカーでも登ることができ、ガラス張りの車内からの眺めもまた
格別です。

《問い合わせ先》
長崎市コールセンター「あじさいコール」
TEL：095-822-8888

日（曜） 会合名等

４日（火） 九州・韓国経済協力会議２０２２（韓国釜山広域市・ロッテホテル釜山）

５日（水） 第１回観光委員会（福岡市・福岡市科学館 サイエンスホール）

九経連・経団連共催　農業活性化に向けた企業タイアップセミナー（東京都・経団連会館）

６日（木） 長崎地域委員会（長崎市・ホテルニュー長崎）

第３回九州ＭａａＳプロジェクト研究会（宮崎市・ＡＮＡホリデイ・イン リゾート宮崎）

７日（金） 第１回再生可能エネルギー産業化推進委員会（福岡市・九経連）

１２日（水） ダイバーシティ「幸せコミュニティ」推進委員会第２回企画部会（福岡市・九経連）※Ｗｅｂ併催

第１回農林水産委員会（福岡市・九経連）※Ｗｅｂ併催

１５日（土） 島原・天草・長島架橋構想及び九州西岸軸構想推進地方大会（鹿児島県出水郡・長島町文化ホール）

１７日（月） 西日本経済協議会第６４回総会（島根県松江市・ホテル一畑）

２１日（金） 東九州自動車道建設促進中央大会・提言活動（東京都・都市センターホテル他）

２４日（月） 九州・山口ベンチャーマーケット２０２２（福岡市・ＪＲ九州ホール）※Ｗｅｂ併催

２７日（木） 第４２回九州地域戦略会議（鹿児島県内）

２８日（金） 国際委員会企画部会（福岡市・九経連）※Ｗｅｂ併催

スケジュール（１０月）

稲佐山からの景色

新入会員企業（８月）

総支配人 柴田　公房

ＡＮＡクラウンプラザホテル福岡

福岡市博多区博多駅前3丁目3-3 TEL：092-472-7821　従業員数：180名

事業内容：ANAクラウンプラザホテル福岡の運営

代表取締役 山口　健二

西肥自動車株式会社

佐世保市白南風町9-2 TEL：0956-25-1111　従業員数：471名

事業内容：乗合バス事業、貸切バス事業、不動産事業、広告代理店事業
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国連人間居住計画（ハビタット）
福岡本部（アジア太平洋担当）を応援しよう！

国連ハビタットは、「都市のより良き未来」に向けて、都市化と居住の問題に取り組む国連機関です。
CSR活動またはESG投資の取り組みとして、国連ハビタット福岡本部（アジア太平洋担当）を一緒に応援
してくださる協力企業を募集しています。

【国連ハビタット福岡本部（アジア太平洋担当）】
国連ハビタット福岡本部（アジア太平洋担当）は、アジア太平洋
地域における開発途上国の居住問題に取り組むとともに、「住民主
体のまちづくり」を推進している九州唯一の国連機関であり、ア
ジア太平洋地域を統括する地域事務所です。
国際社会の共通目標である持続可能な開発目標（SDGs）におい
ては、目標11（住み続けられるまちづくりを）を担当しています。
福岡本部（アジア太平洋担当）は、日本政府をはじめ各国・機関
から事業活動資金を得て、管轄している42カ国において、技術協
力事業を実施しています。
急速な都市化による経済成長の一方でスラムの拡大など居住環
境の悪化が深刻化しており、それらの改善に取り組んでいるほか、
同地域において頻発する自然災害や紛争によって疲弊した住居や
インフラ、人々の生活を再建することにも取り組んでいます。

～国連ハビタット福岡本部協力委員会参加企業募集～
国連ハビタット福岡本部協力委員会は、1997年に、地元経済界を中心に結成されました。協力
委員会は参加企業から寄付（※）を募り、福岡本部（アジア太平洋担当）の活動を支援することで、
アジア太平洋地域のまちづくりに協力しています。（※寄付金は、税額控除の対象となります）
なお、協力委員会企業は、自社ホームページや封筒・名刺等に、協力委員会のロゴを使用する
ことができます。また、協力委員会企業名を福岡県庁HPや福岡本部（アジア太平洋担当）のパンフ
レット等で広くご紹介しています。ご関心のある方は、以下連絡先にお気軽にお問い合わせくだ
さい。

【掲載イメージ】

　国連ハビタット福岡本部（アジア太平洋担当）からのお知らせ

海洋プラスチックごみ削減
支援事業（フィリピン）

緊急再建支援事業
（アフガニスタン）

協力委員会のロゴは、国連ハビタットのロゴマークの一部を使用しており、以下のことを表しています。

「世界」
を表しています。

「住まい」
を表しています。

「そこに住む人」
を表しています。

【連絡先】
福岡県企画・地域振興部国際局国際政策課内　　
国連ハビタット福岡本部協力委員会担当 
TEL：092－643－3201　　E-mail：intpol@pref.fukuoka.lg.jp
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